
様式１ 
 

北海道士幌高等学校の行動計画(アクションプラン) Part２ 
 
 

 
全国の農業高校の行動計画 

 
学校において平成２５年度に重点化する項目及び具体的方策 

 
「５つの基本方針」 

 
「10の行動計画」 

 
行動計画の中で重点化する取組 

 
目標達成期間 

 
具体的方策 

 
Ⅰ  
 持続可能な循環
型社会の実現に向
けて農業教育と環
境教育 
を推進し、地域の先
進的なエコロジカ
ルアグリハイスク
ールを目指します。 
 
 
 
 

 
①環境保全型農
 業を推進する
 農業教育を実
 践します。 
 
 
 

 
(1)作物・草花栽培等において、堆きゅ
う肥の有効利用を図り、減化学肥料に努
める。 
(2)畜舎内外の環境を整備するとともに
、適切なふん尿処理に努める。 
(3)クリーン、エコ農業を意識し、有機
農業を積極的に導入する。 

 
Ｂ 

 
    

Ｂ 
 

Ｂ 
 

 
(1)作物・園芸・畜産の各部門の連携を
強化する。 
(2)畜舎内外の環境及び家畜のふん尿処
理に関するチェックシートを作成する。 
(3)有機栽培の手続きを行い、有機生産
農産物を生産する。 

 
②自然環境保全
 などの環境教
 育を推進しま
 す。 
 
 

 
(1)地域の自然環境を活かした「農村ラ
イフ」に係わる学習を推進する。 
(2)地域の自然環境に配慮した食品の製
造に係わる学習を推進する。 
 
 

 
Ｂ 
 
Ｂ 

 
 
 

 
(1)環境保全に関連する指導事項等を各
教科・科目の年間学習計画（学習シラバ
ス）に位置づけ指導する。 
(2)製造残渣を減らすとともに環境に配
慮した資材を用いるなど、環境教育を充
実する。 

 
Ⅱ 
 農業に関する基
本的な技術や経営
能力、倫理観をもっ
た将来のスペシャ
リストを育成しま
す。 
 
 
 
 
 
 

 
③農業の担い手
 を育成します。 
 
 
 
 

 
(1)地域の関係機関と連携を図るととも
に講演会や農事視察を実施する。 
(2)原料生産から販売までのフードシス
テムについて理解させるとともに、高度
な技術力を持った農業の担い手と理解
者を育成する。 

 
Ｂ 
 
Ｂ 

 
 
 

 
(1)農業大学校や普及センター、ＪＡ、
地元農業経営者との連携を強化する。 
(2)プロジェクト学習や食品に関わる学
習を通して課題を見つけ、より高度な知
識・技術の修得を目指す。 
 

 
④食の安全・安 
心教育を徹底 
します。 
 
 
 

 
(1)生産者の立場からの「食育・食農」
教育を推進する。 
(2)安全・安心な加工品の製造を目指し
、食品加工実習や各種販売実習で、衛生
管理の理解と徹底を図る。 
 

 
Ａ 
 
Ａ 

 
 
 

 
(1)関係教科・科目において、食育・食
農教育の重要性を周知させる。 
(2)食品衛生法に基づいた衛生管理を徹
底し、製造履歴等の記録定着を図る。 
(3)生徒への衛生教育、実習時の衛生管
理等を徹底する。 

 
Ⅲ 
 地域貢献、地域連
携を推進し、地域農
業の発展に努めま
す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤地産地消を推
 進するととも
 に、地域の伝 
承文化の継承 
に努めます。 
 

 
(1)地域農産物の高品質化、高収量化を
目指し、生産物の差別化による有益生の
高い農産物の生産を目指す。 
(2)地域の食材を活用し、特産品となれ
るような新商品の開発を目指す。 
 

 
Ｂ 
 
 
Ｂ 

 
 

 
(1)農業試験場や普及センター等との連
携を図り、高度な栽培技術の確立を目指
し地域に定着させる。 
(2)地域食材を活用した加工品の研究を
行うとともに、商品化に向けてシステム
の構築を図る。 

 
⑥産業界や大学
 等との連携を
 強化します。 
 
 

 
(1)プロジェクト学習において、大学や
試験研究機関等と連携した高度な知識
・技術の習得に努める。 
(2)地元企業等と連携した地域に求めら
れる研究活動を推進する。 

 
Ｂ 
 
 
Ｂ 

 

 
(1)大学や試験研究機関、関係団体と連
携を図り、地域貢献できる共同研究を充
実させる。 
(2)地域の生産物を生かした加工品製造
の研究と連携強化を図る。 

 
Ⅳ 
 農業教育の普及、
奨励、支援を行いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑦すべての児童
 ・生徒に対し 
て、農業教育 の
普及活動を 実
践します。 
 

 
(1)農業クラブ活動の活性化を図り、ク
ラブ員の資質向上に努める。 
(2)農事視察研修や産業現場実習等キャ
リア教育の充実を図り、産業人として必
要な実践力を育成する。 
 

 
Ａ 
 
Ａ 

 
 
 

 
(1)農業クラブ三大事業にクラブ員一人
ひとりが主体的、積極的に活動できるよ
う指導を工夫する。 
(2)産業現場での実習を通し、農業各分
野の技術や実践的な能力と態度を育成
する。 

 
⑧すべての人に
 対して、農業 
に対する関心 
と理解が深ま 
る活動を行い 
ます。 

 
(1)道内外の視察・研修を積極的に受け
入れ、農場・施設を開放し、「農業理解
」を推進する。 
(2)地域のイベントへの積極的参加と交
流を充実させ、学校の取り組みを紹介す
る。 

 
Ａ 
 
 
Ａ 

 
 

 
(1)農事視察・研修の充実と外部への広
報に努める。 
(2)ASPO販売会や学校での販売会、地域
イベントの参加、学校の情報発信など生
徒自らが企画し活動内容を紹介する取
組を充実する。 

 
Ⅴ 
 東日本大震災か
らの農業の復興を
支援し、自然災害に
よる被害の軽減に
努める人材を育成
します。 
 
 
 
 
 

 
⑨自然災害によ
 る被害の軽減
 や自然エネル
 ギーの利用に
 ついての学習
 を推進します。 

 
(1)実験実習施設・設備の更新を計画的
に検討し、自然エネルギーを活用した施
設等に更新する。 
 
 
 

 
Ｂ 

 
 
 
 
 

 
(1)温室や貯蔵施設など自然エネルギー
を活用した施設設備の研究と更新計画
を作成する。 
 
 
 

 
⑩東日本大震災
 で被災した農
 業高校・生徒 
を支援します。 
 

 
(1)被災地の復興状況を理解するととも
に、関係高校や生徒間の交流を計画する
。 
 
 

 
Ｂ 

 
 
 
 

 
(1)農業クラブが中心となり被災地の情
報収集を行い、具体的な支援策を中・長
期的に策定する。 
 
 

 


